
〒108 - 0 0 1 4　東 京 都 港 区 芝 ５－36－７

お問い合わせ先

投信営業部 03-6722-4810

（受付時間：営業日の午前９時～午後５時）

https://www.tdasset.co.jp/

◆当ファンドの仕組みは次の通りです。

商 品 分 類 追加型投信／国内／債券／特殊型（ブル・ベア型）

信 託 期 間
2013年４月10日から2027年４月12日までで
す。

運 用 方 針
わが国の長期債市場全体の値動きの５倍程度
反対の投資成果を目標として運用を行いま
す。

主要運用対象

主として円建ての短期公社債等の短期有価証
券を中心に、コールローン等にも投資すると
ともに、わが国の長期国債標準物を対象とす
る国債証券先物取引の売建額が、原則として
信託財産の純資産総額の５倍程度になるよう
に調整を行います。

組 入 制 限
株式への投資は、転換社債の転換により取得
したもの等に限り、信託財産の純資産総額の
30％以下とします。

分 配 方 針
分配金額は、委託会社が基準価額水準、市況
動向等を勘案して決定します。ただし、必ず
分配を行うものではありません。

日本債券ベアファンド
（５倍型）

第10期運用報告書（全体版）
（決算日　2023年４月11日）

お客様へ

　毎々格別のお引立てにあずかり厚く御礼申し上げます。

　さて、「日本債券ベアファンド（５倍型）」は、2023年

４月11日に第10期決算を行いましたので、期中の運用状況

をご報告申し上げます。

　今後ともより一層のご愛顧を賜りますようお願い申し上

げます。
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最近５期の運用実績、基準価額の推移等

最近５期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額

債 券
組入比率

債 券
先物比率

純 資 産
総  額(分配落) 税 込 み

分 配 金
期 中
騰 落 率

円 円 ％ ％ ％ 百万円
６期（2019年４月11日） 5,622 0 △7.5 － △501.5 3,323

７期（2020年４月13日） 5,685 0 1.1 － △501.3 3,371

８期（2021年４月12日） 5,753 0 1.2 － △501.6 3,346

９期（2022年４月11日） 5,990 0 4.1 － △503.5 3,884

10期（2023年４月11日） 5,424 0 △9.4 － △498.5 9,992

（注）基準価額および分配金は１万口当たり。基準価額の騰落率は分配金込み。

（注）先物比率＝買建比率－売建比率

（注）当ファンドは、比較対象として適切なものがないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。

当期中の基準価額等の推移

年 月 日
基 準 価 額 債 券

組 入 比 率
債 券
先 物 比 率騰 落 率

期首（前期末） 円 ％ ％ ％
2022年４月11日 5,990 － － △503.5

４月末 5,924 △ 1.1 － △498.5

５月末 5,913 △ 1.3 － △494.8

６月末 5,994 0.1 － △512.2

７月末 5,618 △ 6.2 － △497.6

８月末 5,798 △ 3.2 － △501.2

９月末 5,858 △ 2.2 － △497.8

10月末 5,757 △ 3.9 － △504.6

11月末 5,761 △ 3.8 － △499.3

12月末 6,211 3.7 － △501.6

2023年１月末 5,961 △ 0.5 － △499.7

２月末 5,937 △ 0.9 － △503.4

３月末 5,369 △10.4 － △501.0

期　　　末
2023年４月11日 5,424 △ 9.4 － △498.5

（注）基準価額は１万口当たり。期末基準価額は分配金込み。騰落率は期首比。

（注）先物比率＝買建比率－売建比率

（注）当ファンドは、比較対象として適切なものがないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。
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■ 基準価額の主な変動要因

　長期金利（新発10年利付国債の利回り）は上昇しましたが、国債証券先物価格が上昇したことが

基準価額の下落要因となり、期末は5,424円で終わり566円の下落となりました。

■ 投資環境

【日本債券市況】

　日本の長期金利は上昇しました。期初から2022年12月半ばにかけては、海外金利の上昇圧力が波

及したことに加えて、円安などを背景に国内のインフレが加速したことから日銀の政策修正期待が

高まり、長期金利は日銀の許容変動幅の上限である0.25％近辺で推移しました。12月下旬に日銀が

長期金利の許容変動幅を0.5％へ拡大したことを受けて長期金利は上昇すると、その後2023年３月

初めにかけては、黒田日銀総裁退任後の金融政策修正観測が燻り続ける中で、長期金利は拡大後の

許容変動幅の上限である0.5％近辺で推移しました。その後３月中旬にかけては、欧米で複数の金

融機関が経営危機に陥ったことから信用不安が広まり、海外金利が低下した影響から長期金利は上

昇幅を縮小しました。その後期末にかけては信用不安への警戒感が一服したことを受けて、長期金

利は再び上昇しました。

当期の運用状況と今後の運用方針

■ 基準価額等の推移

第10期首：5,990円

第10期末：5,424円（既払分配金０円）

騰 落 率：△9.4％（分配金再投資ベース）

（注）分配金再投資基準価額は、期首（2022年４月11日）の値が基

準価額と同一となるように指数化しています。

（注）分配金再投資基準価額は、収益分配金（税込み）を分配時に

再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の

実質的なパフォーマンスを示すものです。

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用の

コースにより異なります。また、ファンドの購入価額により

課税条件も異なります。したがって、お客様の損益の状況を

示すものではありません。
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■ 当該投資信託のポートフォリオ

　国債証券先物取引（長期国債標準物）の売建額が、原則として信託財産の純資産総額の５倍程度

になるように運用を行いました。

　実際の運用に際しては、追加設定・解約や国債証券先物価格の変動に伴う運用資産の増減に対応

して、日々の国債証券先物の売建比率が500％程度となるように調整売買を行いました。期末現在

の国債証券先物の売建比率は、498.5％となりました。

　また、短期公社債等の組入れについては、期中の利回りが低位で推移したことから見送りました。

■ 当該投資信託のベンチマークとの差異

　当ファンドはベンチマークおよび参考指数がないため、本項目は記載しておりません。

■ 分配金

　１万口当たりの分配金（税込み）は分配対象収益がないため、見送らせていただきました。

■ 今後の運用方針

　国債証券先物の調整売買を行い、国債証券先物取引の売建額が、原則として信託財産の純資産総

額の５倍程度になるよう運用を行ってまいります。
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１万口当たりの費用明細（2022年４月12日から2023年４月11日まで）

費用の明細

項目

当期

項目の概要2022/４/12～2023/４/11

金額 比率

平均基準価額 5,841円 期中の平均基準価額です。

(a) 信託報酬 33円 0.572％ (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率

（投信会社） (　 17) (0.292) 委託した資金の運用の対価

（販売会社） (　 14) (0.247) 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内での
ファンドの管理等の対価

（受託会社） (　　2) (0.033) 運用財産の保管および管理、投信会社からの指図の実行等の対価

(b) 売買委託手数料 2 0.039 (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数

（先物・オプション） (　　2) (0.039) 売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う
手数料

(c) その他費用 0 0.004 (c)その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数

（監査費用） (　　0) (0.004) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（その他） (　　0) (0.000) その他費用は、金銭信託に係る手数料

合計 35 0.615

（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結
果です。

（注）平均基準価額の円未満は切捨て、それ以外の各金額は項目ごとに四捨五入してあります。
（注）「比率」欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ご

とに小数第３位未満は四捨五入してあります。

（参考情報）

■ 総経費率

　当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数

で除した総経費率（年率）は0.57％です。

運用管理費用
（投信会社）

0.29％

その他費用
0.00％

運用管理費用
（受託会社）

0.03％

運用管理費用
（販売会社）

0.25％

総経費率
0.57％

（注）費用は、１万口当たりの費用明細において用いた簡便法によ
り算出したものです。

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および
有価証券取引税を含みません。

（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値

はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異
なります。
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派生商品の取引状況等（2022年４月12日から2023年４月11日まで）

先物取引の銘柄別取引・残高状況

銘 柄 別

買 建 売 建 当 期 末 評 価 額

新 規
買 付 額

決 済 額
新 規
売 付 額

決 済 額 買 建 額 売 建 額 評価損益

国
内

債
券

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円
長期国債標準物 － － 190,685 161,424 － 49,811 △758

（注）単位未満は切捨て。

当期中の主要な売買銘柄（2022年４月12日から2023年４月11日まで）

　当期における該当取引はありません。

（注）現先取引により取得したものは含みません。

利害関係人との取引状況等（2022年４月12日から2023年４月11日まで）

　当期における利害関係人との取引はありません。

（注）利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。

売買および取引の状況（2022年４月12日から2023年４月11日まで）

公社債

　当期における売買はありません。

組入資産の明細（2023年４月11日現在）

(1) 国内（邦貨建）公社債

　当期末における組入れはありません。

(2) 先物取引の銘柄別期末残高

銘 柄 別
当 期 末

買 建 額 売 建 額

百万円 百万円
国 内 長 期 国 債 標 準 物 － 49,811

（注）単位未満は切捨て。
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分配金の計算過程

計算期間末における費用控除後の配当等収益（０円）および費用控除後の有価証券売買等損益（０円）より、分配対象収益は０円（１万口当

たり０円）となりましたので、当期の分配は見送らせていただきました。

資産、負債、元本および基準価額ならびに損益の状況

資産、負債、元本および基準価額の状況
2023年４月11日現在

項 目 当 期 末

(A) 資 産 10,804,431,793円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 9,442,321,793

差 入 委 託 証 拠 金 1,362,110,000

(B) 負 債 811,809,322

未 払 金 758,919,500

未 払 解 約 金 29,699,269

未 払 信 託 報 酬 23,000,685

未 払 利 息 13,007

そ の 他 未 払 費 用 176,861

(C) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 9,992,622,471

元 本 18,423,185,283

次 期 繰 越 損 益 金 △ 8,430,562,812

(D) 受 益 権 総 口 数 18,423,185,283口

１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 5,424円

（注）期首元本額 6,484,619,917円

期中追加設定元本額 21,282,299,729円

期中一部解約元本額 9,343,734,363円

（注）元本の欠損

当期末現在、純資産総額は元本を下回っており、その差額は

8,430,562,812円です。

（注）１口当たり純資産額は0.5424円です。

損益の状況
当期　自2022年４月12日　至2023年４月11日

項 目 当 期

(A) 配 当 等 収 益 △　　2,496,545円
受 取 利 息 47,423
支 払 利 息 △　　2,543,968

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 209
売 買 益 △　　　　　 76
売 買 損 285

(C) 先 物 取 引 等 取 引 損 益 △　866,384,420
取 引 益 474,399,347
取 引 損 △1,340,783,767

(D) 信 託 報 酬 等 △　 38,053,700
(E) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ) △　906,934,456
(F) 前 期 繰 越 損 益 金 △　 44,865,126
(G) 追 加 信 託 差 損 益 金 △7,478,763,230

(配 当 等 相 当 額) (△　　9,514,836)
(売 買 損 益 相 当 額) (△7,469,248,394)

(H) 合 計(Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) △8,430,562,812
(I) 収 益 分 配 金 0

次期繰越損益金(Ｈ＋Ｉ) △8,430,562,812
追 加 信 託 差 損 益 金 △7,478,763,230
(配 当 等 相 当 額) (△　　9,514,836)
(売 買 損 益 相 当 額) (△7,469,248,394)
繰 越 損 益 金 △　951,799,582

（注）損益の状況の中で

(B)有価証券売買損益および(C)先物取引等取引損益は、期末

の評価換えによるものを含みます。

(D)信託報酬等には、信託報酬に対する消費税等相当額を含

めて表示しています。

(G)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追

加設定をした価額から元本を差引いた差額分をいいます。

投資信託財産の構成（2023年４月11日現在）

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 10,811,366 100.0

投 資 信 託 財 産 総 額 10,811,366 100.0

（注） 評価額の単位未満は切捨て。
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分配金のご案内

分配金および分配原資の内訳� （単位：円・％、１万口当たり・税引前）

項目
当期

2022年４月12日
～2023年４月11日

当期分配金 0

（対基準価額比率） －

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 0

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、

ファンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金

と一致しない場合があります。

≪お知らせ≫

　2023年１月12日適用で、信託期間を延長し、2027年４月12日までとする信託約款の変更を行いま

した。

CC_23981800_04_ostT&D_（101065）日本債券ベアF（5倍型）_１万口.indd   7 2023/05/24   14:48:21


